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第 5次荒尾市総合計画　基本構想素案に関するパブリックコメントを募集します

　　　informations for living Picked Up               くらしの情報　PICK UP

辛亥革命100周年記念に「友情の梅」を植えませんか

～看護師　随時募集中～ 　詳しくはホームページをご覧ください

糖尿病教室
瑞鳳会

参加しませんか！

テーマ：
代謝内科医からのお話

～糖尿病について～
　気軽にご参加ください

●講師　小野　薫（医師）
●日時　11 月 11 日（金） 

 午後 2 時 15 分
～ 4 時

●場所　
　地域医療研修センター
　（南病棟 4 階）
●参加費　無料

（事前申込不要）
問市民病院 ☎ 63-1115
（代謝・内分泌内科外来）

荒尾市民病院 Arao Municipal Hospital
市 民 を愛す る   市 民 に愛さ れ る    病 院 へ市 民 を愛す る   市 民 に愛さ れ る    病 院 へ

インフルエンザの予防と治療

高
熱
・
咳
・
頭
痛
・
下
痢
・
関
節
痛
な
ど
辛
い
症
状
が
で
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
12
月
～
3
月
頃
に
流
行
し
ま
す
。　
　

冬
の
乾
燥
し
た
冷
た
い
空
気
で
、
喉
や
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て
い
る
時
に

か
か
り
や
す
く
、
年
末
年
始
の
人
の
移
動
で
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
広
が

る
の
も
ひ
と
つ
の
原
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

流
行
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
す
る
前
に
予
防
と
治
療
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
、
体
調
を
整
え

て
抵
抗
力
を
つ
け
、
ウ
イ
ル
ス
に

接
触
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
湿
度
に
弱
い
の
で
、
室
内

を
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
度
な

湿
度
に
保
つ
こ
と
は
有
効
な
予
防

方
法
で
す
。

★
日
常
生
活
で
出
来
る
予
防
方
法

・
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る

・
人
ご
み
を
避
け
る

・
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

・
外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い

・
マ
ス
ク
の
着
用

（
エ
チ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
）

・
ワ
ク
チ
ン
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
で

た
ら
、
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受

ま
し
ょ
う
。

発
症
か
ら
48
時
間
以
内
で
あ
れ

ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
増
殖
を
抑
え
る
薬
（
タ
ミ
フ
ル
）

が
処
方
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
的

で
す
。

★
な
か
な
か
病
院
に
行
け
な
い
場
合

・
安
静
・
睡
眠
・
栄
養
を
と
る

・
脱
水
予
防

（
水
分
を
十
分
に
と
る
）

・
高
熱
・
痛
み
が
出
た
と
き
は
、

解
熱
鎮
痛
剤
を
飲
む

（
38
・
５
℃
を
目
安
に
）

予

防

治

療

当
院
は
、
地
域
の
医
療
機
関
の
医
師
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
地
域
連
携
を
行
い
な
が

ら
、
荒
尾
・
大
牟
田
・
玉
名
郡
市
の
救
急

医
療
、
二
次
医
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
医
療
に
お
い
て
地
域

の
医
師
の
皆
さ
ん
と
病
診
連
携
・
病
病
連

携
を
す
す
め
、
各
医
療
施
設
で
役
割
を
分

担
し
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
（
地
域
完
結

型
医
療
）
を
提
供
す
る
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

当
院
を
受
診
す
る
場
合
は
、
次
の
Ｑ
＆

Ａ
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
診
療
方
針

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市民病院の
診療方針に

ご理解とご協力を
お願いします

Ｑ
初
め
て
外
来
を
受
診
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
？

Ａ
か
か
り
つ
け
医
が
あ
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
紹
介
状
を
書
い

て
も
ら
っ
て
か
ら
来
院
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
か
か
り
つ
け
医
が
な
い
場
合
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
紹
介
状
を
持
参
さ
れ
な
い
場
合
は
、
選
定
療
養
費
と
し
て

１
５
７
５
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
重
症

か
つ
救
急
で
救
急
外
来
を
受
診
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
初
め
て
外
来
を
受
診
し
ま
す
が
、受
付
は
何
時
ま
で
で
す
か
？

Ａ
初
め
て
外
来
を
受
診
す
る
人
（
予
約
の
な
い
人
）
の
受
付
時

間
は
、
午
前
11
時
ま
で
で
す
（
一
部
の
診
療
科
を
除
き
ま
す
）。

こ
れ
以
降
に
来
院
さ
れ
た
場
合
は
、
連
携
し
て
い
る
近
隣

の
診
療
所
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
入
院
し
た
い
の
で
す
が
？

Ａ
入
院
の
可
否
は
、
医
師
の
判
断
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
当
院
は

急
性
期
病
院
で
す
の
で
、
病
状
に
よ
っ
て
は
、
他
の
医
療
機

関
や
自
宅
で
の
療
養
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ご
希
望
に
沿
っ

た
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

荒尾市出身の革命家・宮崎兄弟が大きな影響を与えた 1911 年の辛亥
革命から、今年で 100 周年を迎えました。

そこで今回、孫文と宮崎兄弟ゆかりの樹齢 300 年の梅を接ぎ木した「友
情の梅」の苗木を無償配布します。

●対象者　市長が認めた認定農業
者と市内に住所を有する農業者
●予定本数　約 200 本
※ただし 1 戸あたり 10 本までと

し、先着受付順にて配布します。
●配布予定時期　１月中旬を予定
●申込期限

11 月 30 日（水）午後５時
●申込方法　FAX または E メール
問農林水産課　☎ 63-1443

℻ 62-3112
E メール 　norin@city.arao.lg.jp

◀ 1913（大 正 2）年 3 月、孫 文 が
荒尾を訪れた際に、宮崎家や地域
住民の人たちとともに撮影された
記 念 写 真。 背 後 に あ る 梅 の 木 は、
樹齢およそ 300 年。現在も宮崎兄
弟生家に残っています。この梅を
接ぎ木した苗木を配布します。▲中央左で帽子を手にしている孫文。その右側の着物姿が宮崎滔天。

「第4 次荒尾市総合計画　後期基本計画（平成 19 年度～ 23 年度）」
が本年度で終了するため、「第５次荒尾市総合計画」（平成 24 年

度～ 33 年度）の「基本構想」と「前期基本計画」の策定を進めています。
このたび、まちの将来像や今後のまちづくりの方針となる「基本構想」

の素案がまとまりましたので、市民の皆さんからパブリックコメントを
募集します。

●対象　「第５次荒尾市総合計画　基本構想」（素案）
●閲覧場所　市役所総合窓口、情報公開コーナー、政策企画課

あらおシティモール市民サービスセンター
※市ホームページでも閲覧できます。

●提出方法　所定の意見提出書に住所・氏名（または団体名）・電話番号
などをお書き添えいただき、持参、郵送、ファクス、E メールのいずれ
かで提出してください。
※電話や口頭による意見の提出は受付できません。
●提出先　〒 864-8686（住所不要）　荒尾市役所　政策企画課

℻ 64-0940
E メール　kikaku@city.arao.lg.jp

●募集期間　11 月 21 日（月）まで
※皆さんからお寄せいただいたご意見・ご提案については、後日、市の
考え方を示し、市のホームページで公表します（住所、氏名などの個
人情報は公表しません）。
なお、それぞれのご意見への個別の回答は行いません。

問政策企画課　☎ 63-1273

市民病院を受診するとき、知っておきたい　Ｑ＆Ａ

▲◀第 4 次総合計
画 前 期（ 上 ）と、
後期（左）

▲第 1 回まちづくりワーキンググループで行
われたワークショップ。


